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●ＣＯＣＯＬＯプラン 不登校児童が増加する中、誰一人取り残されない学びの保障を社会全体で実現するため、文部科学省が令
和５年３月に策定したプラン。

●道路交通法の改正 令和５年４月１日に施行された改正道路交通法では、自転車乗用時のヘルメットについて年齢を問わず誰も
が着用するよう努めなければならない旨の努力義務が規定された。

●職場環境改善事業補助金 市内事業者が職場に空調設備等を設置する経費の一部を補助する本市独自の取り組み。

●旧耐震基準 昭和56年５月31日までの建築確認において適用されていた基準。震度５強の揺れでも建物が倒壊せず、また破損して
も補修することで生活が可能な構造を基準としていた。

●緊急輸送道路 災害直後から発生する物資等の緊急輸送を円滑に行うため、あらかじめ指定された道路。

質
問　
認
知
症
に
対
す
る
正
し

い
知
識
を
持
つ
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
の
養
成
が
重
要
と
考
え
る

が
、
本
市
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　
本
市
で
は
、
お
お
む
ね

10
人
以
上
の
受
講
希
望
者
が
集

ま
れ
ば
、
出
張
で
認
知
症
サ
ポ

ー
タ
ー
養
成
講
座
を
行
っ
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
に
３
万
２
千
人

以
上
の
人
が
受
講
し
て
い
る
。

ま
た
、
子
ど
も
の
う
ち
か
ら
正

し
く
認
知
症
を
理
解
す
る
こ
と

は
重
要
と
考
え
て
い
る
た
め
、

子
ど
も
向
け
に
も
講
座
を
開
催

し
、
認
知
症
の
人
へ
の
接
し
方

を
学
ん
で
も
ら
っ
て
い
る
。

質
問　
学
校
や
公
園
等
の
公
共

施
設
を
利
用
し
た
調
整
池
の
設

置
に
つ
い
て
、
本
市
の
考
え
は
。

答
弁　
本
市
で
は
本
年
度
か
ら
、

浜
川
公
園
拡
張
予
定
地
の
地
下

に
調
整
池
を
整
備
す
る
た
め
の

技
術
的
な
検
討
や
、
新
設
す
る

児
童
相
談
所
の
地
下
に
雨
水
貯

留
槽
の
整
備
を
進
め
る
な
ど
、

周
辺
地
域
の
浸
水
対
策
を
図
っ

て
い
く
。
既
存
の
公
共
施
設
を

利
用
し
た
調
整
池
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
浸
水
被
害
の
状
況
や

整
備
効
果
な
ど
を
考

慮
し
、
効
果
的
な
手

法
を
研
究
し
た
い
。

質
問　
上
水
道
高
崎
・
吉
井
緊

急
連
絡
管
工
事
の
進
捗
状
況
は
。

答
弁　
本
市
で
は
、
自
然
災
害

や
浄
水
施
設
の
不
具
合
で
給
水

が
困
難
と
な
っ
た
場
合
な
ど
を

想
定
し
、
高
崎
地
区
と
吉
井
地

区
相
互
の
緊
急
時
の
水
道
供
給

を
目
的
と
し
て
、
計
画
的
に
管

路
を
布
設
し
て
き
た
。
令
和
４

年
度
末
の
進
捗
率
は
、
寺
尾
町

の
城
山
ポ
ン
プ
場
か
ら
南
陽
台

配
水
池
に
至
る
計
画
延
長
約
２	

７
０
０
メ
ー
ト
ル
に
対
し
、
約

85
％
で
あ
る
。
今
後
、
管
路
の

布
設
と
併
せ
て
ポ
ン
プ
施
設
の

整
備
を
予
定
し
て
い
る
。

質
問　
教
職
員
の
長
時
間
労
働

が
課
題
と
な
る
中
、
地
域
移
行

中
の
部
活
動
の
存
続
の
在
り
方

に
つ
い
て
、
本
市
の
考
え
は
。

答
弁　
中
学
校
に
お
け
る
部
活

動
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
生
徒

や
教
員
の
人
数
、
部
活
動
指
導

員
の
配
置
状
況
等
、
学
校
に
よ

っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
生

徒
や
保
護
者
、
地
域
等
の
ニ
ー

ズ
に
寄
り
添
い
な
が
ら
各
学
校

に
お
い
て
対
応
し
て
い
る
。
部

活
動
の
教
育
的
意
義
を
踏
ま
え
、

持
続
可
能
な
部
活
動

運
営
を
支
援
し
て
い

き
た
い
。

質
問　
Ａ
Ｉ
の
普
及
で
社
会
環

境
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
が
予

測
さ
れ
る
が
、
本
市
の
正
規
職

員
の
応
募
倍
率
の
変
化
は
。

答
弁　
本
市
に
お
け
る
一
般
事

務
Ⅰ
種
の
応
募
倍
率
は
、
平
成

９
年
度
が
30
・
７
倍
、
19
年
度

が
25
・
８
倍
、
29
年
度
が
23
・

４
倍
、
令
和
４
年
度
が
９
・
１

倍
で
あ
る
。
採
用
予
定
人
数
が

応
募
人
数
に
影
響
を
与
え
る
こ

と
も
あ
る
が
、
全
体
的
に
減
少

傾
向
と
な
っ
て
い
る
。

質
問　
旧
耐
震
基
準
の
マ
ン
シ

ョ
ン
は
市
内
に
15
棟
あ
る
と
の

こ
と
だ
が
、
耐
震
診
断
や
耐
震

工
事
の
対
応
状
況
は
。

答
弁　
平
成
25
年
の
法
改
正
に

よ
り
、
地
方
公
共
団
体
が
指
定

す
る
緊
急
輸
送
道
路
沿
い
に
あ

る
旧
耐
震
基
準
の
マ
ン
シ
ョ
ン

な
ど
の
耐
震
診
断
が
義
務
化
さ

れ
た
。
本
市
で
は
、
対
象
と
な

る
建
築
物
の
所
有
者
が
、
市
の

補
助
金
を
活
用
し
て
耐
震
診
断

を
行
っ
て
お
り
、
耐
震
化
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

質
問　
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
の

適
正
化
の
推
進
に
関
す
る
法
律

の
一
部
改
正
の
内
容
は
。

答
弁　
マ
ン
シ
ョ
ン
は
期
間
経

過
に
伴
い
管
理
上
の
課
題
が
顕

在
化
す
る
こ
と
か
ら
、
令
和
２

年
の
法
改
正
で
、
自
治
体
が
任

意
で
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
適
正
化

推
進
計
画
を
作
成
し
て
指
導
等

を
行
う
こ
と
や
、
計
画
を
作
成

し
た
自
治
体
が
適
切
な
管
理
が

行
わ
れ
て
い
る
マ
ン
シ
ョ
ン
を

認
定
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

た
。
本
市
で
も
築
年
数
が
経
過

す
る
マ
ン
シ
ョ
ン
が
増
え
て
い

く
た
め
、
当
該
計
画

の
策
定
に
つ
い
て
研

究
し
て
い
き
た
い
。

質
問　
公
務
職
場
で
も
今
後
の

人
手
不
足
が
予
測
さ
れ
る
が
、

Ａ
Ｉ
の
活
用
や
人
材
の
確
保
に

つ
い
て
、
本
市
の
考
え
は
。

答
弁　
社
会
全
体
の
デ
ジ
タ
ル

化
が
進
む
中
、
市
の
業
務
に
Ａ

Ｉ
技
術
を
取
り
入
れ
る
こ
と
は
、

市
民
の
利
便
性
向
上
や
行
政
運

営
の
効
率
化
の
た
め
に
も
重
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
ま

た
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
よ

り
、
公
務
職
場
で
も
人
材
確
保

が
難
し
く
な
る
と
見
据
え
て
お

り
、
業
務
の
効
率
化
を
さ
ら
に

進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
今
後
も
、
時
代
の
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
人
材
の

採
用
や
職
員
の
育
成

に
取
り
組
ん
で
い
く
。
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質
問　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

と
健
康
保
険
証
が
一
体
化
さ
れ
、

保
険
証
が
廃
止
に
な
る
こ
と
に

不
安
を
抱
え
る
市
民
に
対
し
、

本
市
は
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

答
弁　
健
康
保
険
証
は
令
和
６

年
秋
に
廃
止
と
な
る
が
、
申
請

に
よ
り
資
格
確
認
書
の
交
付
を

受
け
る
こ
と
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
未
取
得
の
人
も
引
き

続
き
従
来
の
自
己
負
担
割
合
で

保
険
診
療
を
受
診
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
本
市
と
し
て
は
、
国

か
ら
示
さ
れ
る
改
正
法
の
運
用

等
に
基
づ
き
適
正
な
運
用
を
図

る
と
と
も
に
、
被
保
険
者
に
対

し
て
き
め
細
か
な
周
知
や
丁
寧

な
説
明
を
徹
底
し
、
制
度
の
円

滑
な
移
行
に
努
め
て
い
く
。

質
問　
高
崎
城
址
公
園
に
あ
る

平
和
ゾ
ー
ン
は
設
置
か
ら
10
年

経
つ
が
、
老
朽
化
へ
の
対
応
は
。

答
弁　
平
和
ゾ
ー
ン
に
は
、
広

島
と
長
崎
で
被
爆
し
た
ア
オ
ギ

リ
と
ク
ス
ノ
キ
の
被
爆
２
世
の

木
が
あ
り
、
核
兵
器
廃
絶
平
和

都
市
宣
言
が
刻
ま
れ
た
平
和
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
を
設
置
し
て
い
る
。

補
修
等
を
要
す
る
箇
所
へ
の
対

応
は
、
必
要
に
応
じ

て
そ
の
都
度
検
討
し

て
い
き
た
い
。

質
問　
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
形
成

に
は
ス
キ
ル
が
不
可
欠
で
、
各

種
資
格
や
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
習

得
等
へ
の
支
援
が
必
要
と
考
え

る
が
、
本
市
の
考
え
は
。

答
弁　
女
性
が
社
会
進
出
し
、

活
躍
で
き
る
環
境
の
整
備
は
重

要
な
課
題
だ
と
考
え
て
い
る
。

本
市
で
は
、
中
小
企
業
者
資
格

取
得
支
援
事
業
な
ど
の
施
策
に

よ
り
、
企
業
の
人
材
育
成
や
従

業
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
推
進

し
て
お
り
、
誰
も
が
希
望
の
仕

質
問　
障
が
い
児
・
者
を
介
護

す
る
人
が
一
時
的
に
介
護
で
き

な
い
場
合
に
利
用
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
は
。
ま
た
、
緊
急
時
に
利

用
で
き
る
新
た
な
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
創
設
す
る
考
え
は
。

答
弁　
県
と
市
の
事
業
で
あ
る

生
活
サ
ポ
ー
ト
事
業
で
は
、
県

に
登
録
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
所
と
市
に
登

録
し
て
い
る
登
録
介
護
者
に
一

時
的
な
介
護
を
依
頼
で
き
る
。

令
和
４
年
度
の
利
用
実
績
は
延

べ
６
２
６
件
で
、
利
用
す
る
に

は
事
前
の
申
請
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
緊
急
時
に
利
用
で
き
る
新

た
な
サ
ー
ビ
ス
は
、
他
市
の
事

例
等
を
参
考
に
研
究
し
た
い
。

質
問　
自
転
車
事
故
の
発
生
件

数
は
。
ま
た
道
路
交
通
法
の
改

正
を
受
け
、
自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ

ト
の
購
入
を
補
助
す
る
考
え
は
。

答
弁　
令
和
４
年
の
自
転
車
事

故
は
、
県
内
で
１
８
５
９
件
、

市
内
で
５
０
９
件
で
あ
っ
た
。

自
転
車
乗
用
中
の
死
亡
事
故
の

原
因
は
、
頭
部
の
損
傷
が
全
体

の
56
％
と
最
も
多
く
、
本
市
で

は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
率
向
上

に
努
め
る
と
と
も
に
、

購
入
補
助
に
つ
い
て

も
研
究
し
て
い
く
。

事
に
就
い
て
活
躍
で
き
る
よ
う
、

こ
う
し
た
支
援
策
の
ほ
か
、
高

崎
商
工
会
議
所
な
ど
と
連
携
し

た
支
援
も
継
続
し
て
い
く
。

質
問　
女
性
の
少
な
い
製
造
業
、

運
輸
業
、
建
築
業
等
の
企
業
が
、

女
性
の
働
き
や
す
い
職
場
環
境

を
整
え
る
た
め
の
費
用
に
つ
い

て
、
職
場
環
境
改
善
事
業
補
助

金
の
対
象
に
加
え
て
は
ど
う
か
。

答
弁　
現
時
点
で
は
、
性
別
を

問
わ
ず
全
て
の
人
が
働
き
や
す

い
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
へ
の

支
援
が
最
優
先
と
考
え
て
い
る

が
、
女
性
へ
の
配
慮
も
重
要
な

要
素
で
あ
る
た
め
、
事
業
者
の

ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努

め
、
対
応
を
研
究
し

て
い
き
た
い
。
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 UP!

SKILL
 UP!

SKILL
 UP!

SKILL
 UP!

SKILL
 UP!

SKILL
 UP!

SKILL
 UP!

SKILL
 UP!

従業員のスキルアップを推進

谷た
に
が
わ川 

留る
み
こ

美
子

（
無
所
属
）

女
性
の
活
躍
推
進
支
援

中な
か
む
ら村 

さ
と
美み

（
公
明
党
）

障
が
い
児
・
者
が
緊
急
時
に
利
用
で
き
る
ヘ
ル
パ
ー
サ
ー
ビ
ス

自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
補
助

中な
か
じ
ま島 

輝て
る
お男

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

学
校
教
育
諸
課
題

伊い
と
う藤 

敦あ
つ
ひ
ろ博

（
日
本
共
産
党
）

「
マ
イ
ナ
保
険
証
」の
問
題

核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
の
取
組
み

逆さ
か
せ
が
わ

瀬
川 

義よ
し
ひ
さ久

（
公
明
党
）

市
内
に
増
え
て
い
る
マ
ン
シ
ョ
ン

小お

の野 

聡さ
と
こ子

（
公
明
党
）

認

知

症

施

策

雨

水

対

策

角か
ど
く
ら倉 

邦く
に
よ
し良

（
無
所
属
）

上
水
道
高
崎
・
吉
井
緊
急
連
絡
管
工
事
の
早
期
完
成

市
内
中
学
校
部
活
動

林は
や
し   

恒つ
ね
よ
し徳

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

公
務
職
場
に
お
け
る
人
材
の
確
保

質
問　
文
部
科
学
省
が
Ｃ
Ｏ
Ｃ

Ｏ
Ｌ
Ｏ
プ
ラ
ン
を
策
定
し
た
が
、

本
市
の
対
応
は
。

答
弁　
本
市
で
は
、
教
育
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
フ
リ
ー
ス
ク

ー
ル
に
関
す
る
情
報
提
供
や
専

門
職
員
に
よ
る
教
育
相
談
を
行

っ
て
い
る
。
ま
た
各
学
校
で
は
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

の
活
用
等
に
よ
り
、
心
や
体
調

の
変
化
を
観
察
し
、
早
期
の
問

題
解
決
に
努
め
て
い
る
。
今
後

も
不
登
校
の
子
ど
も
の
学
び
の

場
の
確
保
や
、
全
て
の
子
ど
も

が
安
心
し
て
学
べ
る
環
境
づ
く

り
に
努
め
た
い
。

質
問　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
Ｓ
Ｏ

Ｓ
サ
ー
ビ
ス
の
現
状
と
成
果
は
。

ま
た
、
サ
ポ
ー
タ
ー
を
派
遣
す

る
と
き
の
判
定
基
準
は
。

答
弁　
令
和
４
年
９
月
に
サ
ポ

ー
タ
ー
の
派
遣
を
開
始
し
、
本

年
５
月
末
時
点
で
20
人
の
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
に
サ
ポ
ー
タ
ー
を

派
遣
し
て
い
る
。
判
定
基
準
に

つ
い
て
は
、
家
庭
調
査
に
お
い

て
明
ら
か
に
負
担
を
抱
え
て
い

る
子
ど
も
を
対
象
と
し
、
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
推
進
委

員
会
で
審
議
し
対
象

者
を
決
定
し
て
い
る
。

（P7参照）

（P6参照）


